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非 接触 三 次 元人 体計 測 装 置 によ る 人 体 計測 と そ の 考 察

文 化 女 大 家 政　 ○ 松 岡 久美 子　 三 吉 満智 子　 広 川妙 子

〔(社)日本家政学会

的 ）PS 和6     1 年 に 開 発さ れ た非 接 触 三 次X 人 体 計 測 装 置は 、 レ ー ザ光 に より 非 接 触で

間 に 人 体 形 状を 座標 値 とし て 裸取し 、計 測 を 行 なう も ので あ る 。 こ の装 置 を 使 用し て

断 面 計 測 を 行 ない 、 三 次元 計測 装 置 に よる 計測 法 の 有 効性 、 問 題 点を 検 討し た 。 ま た

形 状 に あ ら わ れ た年 齢 差 につ い て も 検討 し た。

法 ）被 験 者 は2    0  ～28 才 の 女 子1    0  名{    ミ ス グ ル ーブ ）,     4   0  ～4    7 才 の 女 子1    0

ミ セ ス グ ル ープ ）とし た 。 断面 計 測 部 位 は ①頚 椎 点　 ②肩 甲 後 突 点　 ③前 肢 点　R  後

①チ ェ スト　 ⑥バ スト　R  ア ン ダ ーバ スト （U    B   )         R）U    B と ウェ スト の1 ／2    R ウ

ト の各 水 平 断面 で あ る 。 得 た 水平 断 面図 から 、 偏 平 率 、平 均 図 形 等を 求 め 、 年 齢 によ

較を 行 な っ た 。･ま た。 水平 断面 重 合 図 から 、 ウエ スト ダ ーツ 位 置 とダ ーツ 量 を求 め て

実 験を 行 ない 、こ れら の 実 験 過程 か ら 、 計 測結 果 の 被 服 構 成へ の 利 用法 、 計 測 装 置の

点 など に つ いて 検討 し た 。

果 ）非 接 触 三 次元 計 測 装s に よ る 計 測 法 は、 操 作 法 、 計測 時 間 、 計測 誤 差 な ど の点 に

て 大変 有 効 な 装 置で あ る が 、ソ フト 面 で は. 改 良 の 余 地 があ る と 思 われ た。

平 率に つ い て 、 計測9  部 位 の平 均 値 は す べて ミ ス の 方 が偏 平 で あ るこ ど を 示し 、 後肢

と ウェ スト 位 に は、 有 意 差 が認 め ら れ た 、 また 、 周 囲長 と の 相 関 から 、ミ セ ス は 周 囲

増 加 が厚 みの 方 向 に出 る こ と がわ か っ た 。こ の 点 は 、ミ ス とミ セ ス の平 均12 形 の 違い

も 図学 的 に 認 めら れ た 。 重 合図 上 で の ウエ スト ダ ーツ の 設定 は 、 試 着結 果 か ら 、ダ ー

置 、ダ ーツ 量 と もに 適 合性 の良 い こ と が 確 認で き た 。

写真計測資科による人体姿勢の解析Ｈ

大妻女大家政　　高部啓子　○九鬼種美　植竹桃子　松山容子

都立科学技術大　　磯田　浩

目 白勺：　ボディやパターンの設計にSi, 着衣基体としての人体の大きさ・形状に関する情報が基礎となるが、よりよ

いフィット性を求めるためには、さらに姿勢に関する情報に着目する必要があると考えられる。前回は、若年成人女子の身

体右側面写真から得た測定値を主成分分析することにより、身体側面の形状解析を試みた結果、姿勢に関する２つの主成分

が得られたことを報告した｡ 本研究では、20年を隔てた最近の同年齢集団に対して同一の手法を適用した場合、同様の解析

結果が得られるか否かを明らかにすることを主たる目的とした。

方 だ ■
■　
資料は、若年成人女子の身体右側面写真53例(1984 ～85年に撮影）である。解析項目は、sizeの要素を除外

して姿勢情報をより明確にとらえるための写真計測値（水平距離29項目、高さ16項目）の対身長比と、胸部・胴部・腰部に

おける横矢示数３項目の計4≪項目である。主成分分析は相関行列から進め、因子負荷量による主成分の解釈、さらに各個体

の主成分得点などから検討を行い、写真により結果を確認した。

糸古.≪:  ：　1. 今回の被検者のプロポーションは前回と比べると、相対的に脚が長く体幹部が厚いという傾向を示した

が、項目相互間の相関行列はほぼ同様の傾向を示した。

2 . 姿勢に関する主成分としては、反身・屈身を表す主成分と、胴部での屈曲の大小を表す主成分が抽出された。

孔 前記２つの主成分における横矢示数３項目の因子負荷量は極めて小さい。横矢示数３項目を除く45項目についての主成

分分析の結果も、■).と一致したことから、体の厚みと姿勢との関係は少ないと考えられる。

以上｡のことから、前回と同様の結果が得られたと言える。


